
2026 年 3 月 1 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
「ひとりの人として枠のない心豊かな人生を歩むことができる」ことを目標に、そのための方法を同じ目線で寄り添い一緒に考えていき、他者との違いや自己を認める心を育んでいくこ
とを目指します。

事業所名 よつばのクローバー　国分寺 作成日支援プログラム（参考様式）

・スケジュール表を見て自分で行動出来るように、時間やルールが意識できるような支援をし、出来た時には褒めて、自己肯定感を育みます。
・週課題の中で、生活に必要な知識や力が付くように毎日練習していきます。
・帰りの会では1日の振り返りを行い、問題行動が起きた時には、自分の行動を振り返る場を設けます。

・週課題の中で、文字の読み書きの練習をしたり、語彙を増やす活動をします。
・個別活動、集団活動を通して、相手への伝え方や適切な言葉の使い方について学びます。
・ゲームや日々の生活の中で、自分の気持ちを言葉で表せられるように働きかけます。

・週課題やSST（ソーシャルスキルトレーニング）を通して、人との付き合い方を学びます。
・個別に話をする中で、自分の行動の振り返りを行い、相手との適切な距離感や言葉使い、自分の気持ちのコントロールの仕方を学びます。
・個性も年齢も違う集団で過ごす事で、相手を受け入れ、合わせる気持ちを育みます。

支援方針
社会の中で、孤立することなく楽しく生活していけるように、自己肯定感を育み、周囲とのコミュニケーションがとれる力を身につけられるように支援します。自分の事は自分で出来る
ように、生活に必要な力が身につくように支援します。自分の気持ちを適切な言葉で表せられるように、練習の場を設けていきます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・交流会（他事業所や高齢者デイサービスへの訪問）
・季節の活動（七夕、水遊び・プール、夏祭り・お化け屋敷、クリスマス会、節分）
・社会体験（外食、買い物、公共施設、レジャー施設）
・避難訓練（不審者、火事、地震）年2回

（別添資料１）

家族支援

・保護者様の困りごとや悩み事については、話を伺い一緒に考えていきます。
・必要な情報は提供していきます。 移行支援

・就学に向け、関係機関との情報共有を行います。
・卒業後、移行先にスムーズに移行できるよう関係機関と連携を図り情
報共有を行っていきます。

地域支援・地域連携

・お子様が通う学校や他関係機関との連携や情報共有を行っていきます。
・各関係機関との会議に参加していきます。 職員の質の向上

・支援会議(適宜）・職員研修（4回/年）・虐待研修（1回/年）
・関係する外部研修の参加

支　援　内　容

・1日のスケジュールを作成し、確認しながら必要な準備や片付けが行え、声かけありきにならないよう注意しながら自ら動けるように働きかけていきます。
・必要な生活習慣が定着するよう練習の場を設けていきます。
・調理活動を通して、食べる事や食材に興味を持ったり、生活していくうえでの技能を身につけます。

・正しい姿勢で学習に取り組めるように支援していきます。
・毎日の体幹トレーニングやビジョントレーニング、帰りの会の前には呼吸法を取り入れる事で、体の使い方を学びます。 ・
室外や室内でのボール遊びや風船遊び、鬼ごっこや縄跳びなどの全身運動を行う事で、体の使い方を身につけていきます。
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